
北海道の雪氷 No.43（2024） 

Annual Report on Snow and Ice Studies in Hokkaido 

－101－ 

Copyright©2024 公益社団法人日本雪氷学会 

The Japanese Society of Snow and Ice 

恵庭市の市街地における降雪傾向の把握 第二報 

 Understanding snowfall trends in the city area of Eniwa City -The second report- 

 

大八木 啓翔 1，内田 努 2 

Hiroto Oyagi1, Tsutomu Uchida2 

Corresponding author: Hiroto Oyagi (5-7-1Nijigaoka Kitahiroshima-shi Hokkaido 061-1103) 

 

現在恵庭市では，気象庁管轄の気象観測所であるアメダス地点は，島松に一点あるのみで恵庭市の市街地

には存在していない．そこで 2023 年 1 月より市内小中学校 11 箇所で積雪量を測定し，気象条件と恵庭市市

街地の降雪傾向の解析を試みた．2 年間，計 11 回の観測で，降雪量の多い地点と少ない地点は恵庭市市街地

内では固定化せず，いずれの降雪でも，市街地内の積雪量に 4 cm 以上の違いが見られた．また，西側地域

での降雪が多い時は低気圧通過直後であること，北側地域が多い時は冬型の気圧配置による日本海からの収

束雲の流入による降雪であるという特徴を見出した． 

 

１．はじめに 

 交通量の多い恵庭市には気象観側所が市街地

内には無く，市内中心地から約 5 km 離れている

恵庭島松のアメダス 1 点のみであるため，降雪に

よる交通障害の予想が難しい．2021-22 年の冬季

において，恵庭市は局地的な大雪により大きな影

響を受けたが，半径 3 km 以内に収まる恵庭市の

市街地内でも，降雪量や降雪の時間帯に大きな差

があることを実感していた．また，気象庁ホーム

ページで見られる 5 km 格子の解析降雪量にも違

和感がある場合もあった．そこで自ら市街地内に

設けた観測ポイントで，大雪予報のあった時の局

地的な降雪を観測することを試みた． 

また，恵庭市は日本海側気候と太平洋側気候，

いずれの特徴を持つ場所に位置している（図 1）．

地理的条件としては，北西〜西方向にかけて札幌

西部山地の影響を受けて，西寄りの風による雪雲

の流入は激しくないとされている 1)．しかし，北

寄りの風による雪雲の流入は起こりやすいため，

降雪量は比較的少ないが，大雪による被害は起こ

るという特徴がある． 

 

２．研究の目的 

先行研究では，石狩地方において降雪をもたら

す気象条件，気象要素が確認されており，北海道

全体から石狩地方，札幌圏の降雪傾向に関する研

究が行われてきた 1〜3) ．しかし，恵庭市市街地内

に限定した降雪傾向の把握を試みた例はみられ

ない．そこで，恵庭市市街地内において， 一回

の降雪で降り積もる雪の量（以下，積雪量とする）

には地域差があり，気象条件によって積雪量の多

い地域のパターンに特性があるという仮説を立

てて観測を行った． 

 

３．観測 

３．１ 観測条件 

市街地の降雪傾向を把握するために恵庭市教

育委員会に許可を得て，市内の小中学校 11 校(図

2)のグラウンドの一部を冬季期間借り，1 cm 毎

にメモリをつけたスノーポール（木製，高さ 2 m）

を設置した（図 3，4）．設置位置の選定に際して

は，同じ条件下で観測するために，児童や生徒に

よって付近が使われていない，かつ防風林や校舎

などの遮蔽物の影響を受けにくい地点を選んだ．

2023 年 1 月 18 日より 2024 年 3 月 24 日の 2 シー

ズンに渡って観測した． 

３．２ 観測方法 

観測日は，恵庭市の天気予報により，24 時間で

おおよそ 10 cm 以上の降雪が予想された日のう

ち観測に向かえる日とした．初めに降雪の前に，

各地点の積雪深を目視で計測する．雪が降り止み，

天気図，天気予報において再度雪が降り出す可能

性が低いと判断した後に，もう一度各地点の積雪

深を計測し，その前後で降り積もっていた雪の深

さの差分を，本研究では積雪量と定義することと

する．恵庭島松のアメダスからも，同様の方法で

積雪量データを取得した 4)．雪が継続して降って

いる時間は各観測回によって異なるため，降雪量
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は，同一時間内のものではない．最後に蓄積した

データをまとめ，傾向の把握を目指した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結果 

４．１ 各地点間の積雪量比較 

積雪量の観測結果は，ArcGIS の Survey123 ア

プリを使用し地図上に表現した 7)．例えば図 5 に

示すように，積雪量が多くなるに従って棒の高さ

が高くなっていき，色が濃くなっていく．なお観

測出来なかった地点や，周囲の除雪，大きな雪山

などの影響でデータの信憑性がかける場合は，そ

のデータは除外した．得られたデータは 2023 年

冬季，2024 年冬季の 2 シーズン，計 11 例である．

観測の結果，全ての観測回において，市内各地点

の最大の積雪量と最小の積雪量で，少なくとも 4 

cm 以上の積雪差を生じ，計 11 例における最大積

雪量差の平均は，およそ 8.4 cm であった．この

ように全ての観測回で積雪量に差が見られたた

め，各観測データを積雪量の多い地域で分類し，

その降雪をもたらした気象条件を確認した． 

４．２ 北側地域に積雪が多かった観測回(パタ

ーン A) 

図 5 に示すように， 11 例中 5 例において恵庭

市北部の積雪量が他地域より多い事例が見られ

た．なおこれらの分類は観測者の主観によるもの

で，重複して分類されることを許容している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの観測回において，降雪をもたらした時

の気象条件（図６(a)地上天気図，(b)雪雲レーダー

図 5)）を確認すると，5 例中 4 例において「冬型の

気圧配置による日本海からの筋状の雪雲」が流入

したことによる降雪だった．すなわち，これらは

低気圧が直接降雪をもたらす状況では無かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．３ 西側地域に積雪が多かった観測回(パタ

ーン B) 

図 7 に示すように 11 例中 4 例では，恵庭市市

街地の西側で降雪が多いパターンに分類された． 

これらの観測回において，降雪をもたらした気

象条件（図 8 (a)地上天気図，(b)雪雲レーダー図）

を確認すると，全ての観測回におき，「低気圧通

過直後の日本海からの雪雲」の流入による降雪だ

った． 

 

図 2 観測地点一覧 （恵庭

島松のアメダス含む） 

Google map より 

図 1 恵庭市の位置 

Google map 6)より（恵

庭市街地部分を着色） 

図 4 スノーポール 図 3 設置したポール 

図 5 北側地域に多か

った観測回の 5 例 

（パターン A） 

図 6 (a)地上天気図，(b)雪雲レーダー図 

(a) (b) 
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４．４ それ以外の観測回(パターン C) 

図 9 に示す観測回 4 例は，上記の 2 つの気象条

件に属さなかったものである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのパターンが見られた場合の気象条件

（図 10 (a)地上天気図，(b)雪雲レーダー図）を確

認すると，全て低気圧が北海道上空，または北海

道の南方の太平洋上を低気圧が通過している途

中にもたらされた降雪であった．市街地の中心部

に多く雪が積もった観測回も 2 例存在している

こともあるため，市内に大きく影響を及ぼす可能

性のあるパターンとして注目する必要性を感じ

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．考察 

まず，パターン A で，冬型の気圧配置による

日本海からの雪雲の流入によって北側地域に降

雪が多くなる理由を考察した．この気象条件では，

帯状に伸びた収束雲が日本海からゆっくりと石

狩平野に流入する（図 6 (b)）．この収束雲は高度

500〜3000 m 付近を通過し，西側からの雪雲は札

幌西部山地の影響で流入しにくい．そのため，恵

庭市付近では北西〜北方向からの雪雲のみ流入

すると考えられる．また，この気象条件時は，冬

型の気圧配置が弱まってきているため，今回の観

測回においても全て風速 0 m/s〜3 m/s と，非常

に風が弱かった．雪雲レーダーからも雪雲は石狩

平野上空をゆっくり南下しながら，勢力を弱めて

いったことが確認できた．そのため，この気象条

件では南北で積雪差が生じやすく，北側地域ほど

雪が多く降り積もる，と考えられる． 

次に，パターン B で，低気圧通過直後の日本海

からの雪雲の流入によって西側地域が多くなる

理由を考察した．この気象条件では非常に活発な

積雲，積乱雲が上空の風によって石狩平野に流入

する（図 8 (b)）が，低気圧の勢力下にあることか

ら強い風が吹く．今回の観測回においては，恵庭

島松のアメダス地点においておよそ風速 5 m/s〜

9 m/s 程度の風が吹いていた．そのため，帯状の

雪雲が勢力を弱めることなく，石狩平野を通り過

ぎていき，恵庭市内の積雪では南北差が生じにく

いことが考えられる．また，この気象条件時に形

成される雪雲も高度 500 m〜 3000 m付近を通過

していく積乱雲のため，雪雲の流入する方角は北

西〜北方向に限られる．しかし，東西方向に積雪

図7 西側地域に多かった観測回 4 例（パターンB） 

図 9 それ以外の観測回 4 例（パターン C） 

図 8 (a)地上天気図，(b)雪雲レーダー図  

図 10 (a)地上天気図，(b)雪雲レーダー図  

(a) 

(a) (b) 

(b) 
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差が生じる理由については検討中である．地形の

要因で，局地的に風向が変化していたり，上空に

雪雲が長くかかる要因があるという仮説が立て

られる． 

パターン C で低気圧通過途中でもたらされた

降雪が一定の傾向を示さなかった要因を考察す

ると，上記の 2 パターンは日本海からの雪雲の流

入であるが，このパターンは全てで太平洋からの

雪雲の流入である，という特徴がある．また低気

圧の北側の雲の影響をいずれも受けているが，そ

れらは比較的広範囲に広がる乱層雲といった，中

層雲からの降雪になるため，地形の影響は受けに

くいという特徴をもつ．そのため，雪雲が恵庭市

に流入する方角が一定ではなく，流入パターンが

多様であることが，一定の傾向を示さないひとつ

の要因であると考えられる． 

 

６．結論 

2 年間の継続研究を通して，市街地内において

積雪量に毎回差があることが検証された．毎回積

雪量の最大値と最小値の間で 4 cm以上の差が生

まれ，積雪量の分布に特徴的な違いが見られた．

そして積雪が多かった地域ごとに，気象条件に一

定の傾向を見出すことが出来た．例えば，北側地

域が多い場合は，冬型の気圧配置による日本海か

らの収束雲の流入による降雪である場合が多く，

西側地域が多かった場合は，低気圧通過直後の日

本海から流入した雪雲によってもたらされた降

雪であった．また，これらの積雪の傾向パターン

に分類されなかった場合に共通していえる気象

条件は，低気圧通過途中による降雪であった．こ

のような場合は恵庭市市街地中心部で積雪量が

多くなる場合が含まれているので，さらなる観測

が必要であると考えられる． 

 

７．展望 

今回 11 回の観測結果から，恵庭市内の降雪パ

ターンの特徴と，それをもたらす気象条件とを関

連づけることができた．しかし，観測上の多少の

誤差や，降雪終了後から計測までの時間が一定で

はないこと，そしてデータ数が多くない点など修

正すべき点もあることから，今後更にデータを集

めて，今回得られた結果を検証する必要性がある．

また降雪のメカニズムや低気圧の通過ルートを

さらに詳細に調べ，分類方法や必要な気象要素に

ついて検討する．さらに，恵庭市市街地の西側地

域に積雪が多くなった観測回について，降雪雲が

主に風向きに沿って流入している時に，市街地内

ではどのような風の吹き方をし，特定の風の通り

道が存在するのかを，地形モデルなどを用いて検

証する． 
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